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―
―
第
四
十
八
回
衆
議
院
選
挙
に
対
す
る
生
長
の
家
の
方
針
―
― 

「
再
び
、
与
党
と
そ
の
候
補
者
を
支
持
し
な
い
」 

  

今
月
二
十
二
日
の
衆
議
院
選
挙
を
前
に
、
当
教
団
は
、
昨
年
の
参
議
院
選
挙
の
時
と
同
様
に
、
安
倍
晋

三
首
相
の
政
治
姿
勢
に
対
し
て
明
確
な
「
反
対
」
の
意
思
を
表
明
す
る
た
め
に
、「
再
び
、
与
党
と
そ
の
候

補
者
を
支
持
し
な
い
」
方
針
を
再
確
認
し
、
合
わ
せ
て
、
生
長
の
家
が
考
え
る
政
治
の
あ
る
べ
き
姿
を
全

国
の
会
員
・
信
徒
に
周
知
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
、
な
ぜ
再
び
、
与
党
と
そ
の
候
補
者
を
支
持
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
昨
年
の
参

議
院
選
挙
の
与
党
不
支
持
の
理
由
と
し
て
挙
げ
た
の
と
同
じ
く
、
彼
ら
の
政
治
姿
勢
が
改
ま
ら
な
い
ど
こ

ろ
か
、
国
民
を
無
視
し
た
強
引
な
政
権
運
営
を
繰
り
返
し
て
い
る
か
ら
で
す
。 

 

一
、
民
主
主
義
の
根
幹
を
な
す
立
憲
主
義
を
軽
視
し
て
い
る
。 

 

安
倍
政
権
は
、
す
で
に
一
内
閣
の
閣
議
決
定
だ
け
で
「
集
団
的
自
衛
権
」
を
行
使
で
き
る
と
す
る
〝
解

釈
改
憲
〟
を
行
っ
た
り
、
一
気
に
十
一
本
の
安
全
保
障
関
連
法
案
を
強
行
採
決
し
ま
し
た
が
、
今
年
も
、

六
月
十
五
日
の
参
院
本
会
議
で
、
十
分
な
審
議
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
共
謀
罪
（
正
式
名
称
＝
改
正
組
織
犯

罪
処
罰
法
）
の
採
決
を
強
行
し
ま
し
た
。
こ
の
共
謀
罪
は
、
内
容
的
に
も
、
犯
罪
を
計
画
段
階
か
ら
処
罰

で
き
る
も
の
で
、
テ
ロ
組
織
や
暴
力
団
に
限
定
さ
れ
ず
、
一
般
市
民
ま
で
が
捜
査
の
対
象
と
な
り
う
る
と

懸
念
さ
れ
、
戦
前
の
治
安
維
持
法
と
の
類
似
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
安
倍
政
権
は
、
今
回
の
衆
議
院
解
散
・
総
選
挙
を
、
両
院
で
三
分
の
二
以
上
の
圧
倒
的
多
数
を

握
る
優
位
の
立
場
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敢
え
て
強
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
野
党
が
強
く
反
発
し

た
だ
け
で
な
く
、
憲
法
学
者
か
ら
も
、
内
閣
の
解
散
権
の
乱
用
で
あ
り
、
「
議
会
制
民
主
主
義
の
趣
旨
に
反

し
、
立
憲
主
義
を
危
機
に
さ
ら
す
も
の
だ
」
と
い
う
批
判
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
安
倍
首
相
が
、
森
友
・

加
計
問
題
の
追
及
の
目
を
そ
ら
す
た
め
に
解
散
権
を
行
使
し
た
と
の
疑
惑
は
大
き
く
、
多
く
の
良
識
あ
る

国
民
の
納
得
を
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
昨
夏
の
参
議
院
選
後
の
国
会
運
営
を
見
て
も
、
安
倍
政
権
は
、
権
力
を
一
手
に
握
っ
た

こ
と
を
よ
い
こ
と
に
、
自
分
の
利
益
を
優
先
さ
せ
て
強
引
に
国
を
動
か
そ
う
と
し
て
い
る
一
方
、
主
権
者

で
あ
る
国
民
の
意
思
を
尊
重
し
な
い
独
裁
的
手
法
が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

二
、
九
条
改
憲
に
反
対
す
る 

今
回
の
衆
議
院
選
挙
で
は
、
私
た
ち
は
自
由
民
主
党
（
安
倍
晋
三
総
裁
）
が
打
ち
出
し
た
公
約
の
一
つ

で
あ
る
、
「
憲
法
第
九
条
の
改
正
」
に
反
対
し
ま
す
。
自
民
党
の
九
条
改
憲
案
の
「
自
衛
隊
の
明
記
」
は
、

「
現
状
の
自
衛
隊
の
追
認
だ
か
ら
問
題
な
い
」
と
安
易
に
考
え
る
こ
と
は
間
違
い
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法

の
平
和
主
義
や
基
本
的
人
権
の
保
障
を
脅
か
す
危
険
性
が
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
す
。 

「
自
衛
隊
」
と
い
う
言
葉
を
憲
法
第
九
条
に
明
記
す
る
こ
と
は
、
二
〇
一
五
年
に
強
行
採
決
さ
れ
た
集
団

的
自
衛
権
の
限
定
行
使
を
認
め
た
安
保
法
制
を
含
め
て
確
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
衛
隊
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の
役
割
が
拡
大
し
、
米
軍
と
共
に
軍
事
行
動
す
る
機
会
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
個

別
的
自
衛
権
と
「
有
志
連
合
」
の
集
団
的
自
衛
権
の
そ
れ
ぞ
れ
の
発
動
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
戦
争
の
よ
う
な
米
国
主
導
の
戦
争
に
、
自
衛
隊
が
進
ん
で
参
加
す
る
、
あ
る
い
は
参
加
さ
せ
ら
れ
る

可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。 

ま
た
、
九
条
へ
の
「
自
衛
隊
の
明
記
」
は
、
自
衛
隊
や
在
日
米
軍
の
活
動
や
集
団
的
自
衛
権
行
使
が
自

由
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
こ
れ
を
監
視
す
る
国
民
の
「
知
る
権
利
」
や
、
反
対
の
意
思
表
示
を
す

る
「
表
現
の
自
由
」
な
ど
の
基
本
的
人
権
を
大
き
く
制
限
す
る
根
拠
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際

に
、
自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ
ン
の
派
遣
施
設
隊
の
日
報
問
題
で
は
、
政
府
に
と
っ
て
〝
不
都
合
な
事
実
〟
が

隠
蔽
さ
れ
た
り
、
森
友
学
園
・
加
計
学
園
問
題
で
も
、
安
倍
首
相
個
人
に
と
っ
て
〝
不
都
合
な
真
実
〟
が

政
府
や
省
庁
、
一
部
マ
ス
コ
ミ
を
巻
き
込
ん
で
隠
蔽
さ
れ
た
こ
と
を
み
て
も
、
「
知
る
権
利
」
や
「
表
現
の

自
由
」
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
同
政
権
の
〝
体
質
〟
と
さ
え
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

自
民
党
は
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
、
「
九
条
改
憲
」
を
言
い
出
し
た
の
で
は
な
く
、

二
〇
〇
五
年
に
「
新
憲
法
草
案
」
（
第
一
次
草
案
）
を
策
定
し
、
ま
た
二
〇
一
二
年
に
は
、
「
日
本
国
憲
法

改
正
草
案
」
（
第
二
次
草
案
）
を
策
定
し
て
、
そ
の
中
で
は
、
「
自
衛
隊
」
で
は
な
く
、
「
国
防
軍
」
を
保
持

す
る
こ
と
を
堂
々
と
掲
げ
て
い
ま
し
た
。
自
民
党
の
本
音
は
、
「
自
衛
隊
の
明
記
」
で
は
な
く
、
国
防
軍
―

―
つ
ま
り
軍
隊
を
憲
法
上
に
明
記
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

安
倍
政
権
の
〝
日
本
軍
国
化
〟
の
ね
ら
い
は
、
「
九
条
改
憲
」
の
一
つ
を
見
て
い
る
の
で
は
全
貌
が
分
か
り

ま
せ
ん
。
憲
法
だ
け
で
な
く
、
い
く
つ
も
の
法
律
の
改
正
、
新
設
、
閣
議
決
定
、
具
体
的
政
策
な
ど
を
総

合
し
て
見
る
こ
と
で
、
そ
の
本
当
の
危
険
性
が
露
わ
に
な
り
ま
す
。 

す
な
わ
ち
、
平
和
安
全
保
障
法
、
特
定
機
密
保
護
法
、
共
謀
罪
の
強
行
採
決
、
武
器
輸
出
の
解
禁
、
軍

民
両
用
研
究
の
推
進
、
教
科
書
検
定
へ
の
介
入
強
化
な
ど
に
、
今
回
の
自
衛
隊
の
九
条
明
記
を
組
み
合
わ

せ
れ
ば
、
日
本
の
軍
事
力
を
増
強
し
、
か
つ
自
由
に
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
で
き
、
自
衛
隊
の
活
動
や
安

全
保
障
に
関
す
る
情
報
を
隠
し
、
反
対
す
る
も
の
は
徹
底
的
に
排
除
す
る
国
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い

る
と
の
疑
い
が
深
ま
り
ま
す
。
加
え
て
言
え
ば
、
〝
教
育
無
償
化
〟
の
動
き
に
は
対
価
が
あ
り
ま
す
。
タ

ダ
の
教
育
と
引
き
替
え
に
、
政
府
の
さ
ら
な
る
教
育
内
容
へ
の
介
入
が
や
り
易
く
な
る
と
い
う
側
面
を
知

っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

世
界
の
平
和
を
軍
事
力
や
核
の
抑
止
力
に
よ
ら
ず
、
唯
一
絶
対
の
神
へ
の
信
仰
に
よ
っ
て
持
ち
来
そ
う

と
す
る
生
長
の
家
は
、
こ
の
よ
う
に
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
を
後
退
さ
せ
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
の

権
利
を
縮
小
し
、
軍
事
力
の
増
強
、
米
軍
と
の
一
体
化
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
緊
張
を
高
め
る
結

果
と
な
る
九
条
改
憲
案
に
反
対
し
、
立
憲
主
義
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
、
日
本
の
軍
国
化
を
め
ざ
そ
う
と

す
る
安
倍
政
権
に
対
し
て
、
明
確
に
「
反
対
」
の
意
思
を
表
明
す
る
も
の
で
す
。 

 

三
、
生
長
の
家
が
考
え
る
政
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て 

 

今
回
の
選
挙
で
は
、
野
党
勢
力
が
分
裂
し
て
混
迷
を
深
め
る
情
勢
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
生
長

の
家
が
ど
ん
な
政
治
を
支
持
す
る
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
き
ま
す
。 
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(1)
立
憲
民
主
主
義
に
基
づ
く
政
治
の
運
営 

 

安
倍
政
権
が
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
「
立
憲
主
義
」
と
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
政
治
権
力
を
制
限
し
、

政
治
家
に
憲
法
を
遵
守
さ
せ
る
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は
、
民
主
政
治
の
現
代
に
あ
っ
て
も
、
「
多
数
者
の
専

制
」
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
考
え
方
で
す
。
し
た
が
っ
て
、「
民
主
主
義
に
立
憲
主
義
は
不
要
」
と

い
う
安
倍
首
相
の
考
え
方
は
間
違
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
立
憲
主
義
を
民
主
主
義
と
組
み
合
わ
せ
た
の
が
「
立
憲
民
主
主
義
」
で
す
。
そ
れ
は
、
一
方
で
国

民
の
政
治
的
自
由
を
最
大
限
認
め
つ
つ
、
そ
の
民
主
的
な
選
択
で
選
ば
れ
た
政
府
と
い
え
ど
も
憲
法
で
制

約
し
、
多
数
者
が
好
き
勝
手
に
権
力
を
使
う
の
を
防
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
立
憲
主
義
と
民
主
主
義
と
の
間

で
バ
ラ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
す
る
考
え
方
で
す
。
今
日
で
言
え
ば
、
た
と
え
与
党
が
議
会
で
圧
倒
的
多
数
で

あ
っ
て
も
、
憲
法
に
基
づ
く
政
権
運
営
を
誠
実
に
行
い
、
間
違
っ
て
も
憲
法
を
無
視
し
た
り
、
少
数
者
の

意
見
を
無
視
し
て
政
治
を
行
う
こ
と
を
し
な
い
と
い
う
政
治
の
あ
り
方
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の
「
立
憲
民

主
主
義
」
を
支
持
す
る
も
の
で
す
。 

 

(2)
環
境
・
資
源
問
題
の
解
決
を
含
め
た
安
全
保
障
の
推
進 

 

私
た
ち
の
願
い
は
、
世
界
の
平
和
で
す
。
こ
の
平
和
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
核
の
抑
止
力
や
軍
事
力

の
行
使
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
私
た
ち
は
、
唯
一
絶
対
の
神
へ
の
信
仰
に
基
づ
き
な
が
ら
、
世
界
の
国

同
士
が
対
話
や
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
や
宗
教
の
共
通
性
と
多
様
性
を
認
め
合
い
な
が
ら
平

和
共
存
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権
は
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
行
動
に
対
処
す
る
と
の

理
由
を
強
調
し
、
自
衛
隊
の
行
動
の
活
発
化
や
軍
備
増
強
を
急
い
で
い
ま
す
が
、
軍
事
力
で
平
和
は
来
な

い
こ
と
は
気
候
変
動
の
こ
と
を
思
え
ば
明
ら
か
で
す
。
現
在
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
激
し
い
気
候
変

動
が
起
こ
り
、
巨
大
ハ
リ
ケ
ー
ン
、
洪
水
や
干
ば
つ
の
頻
発
に
よ
っ
て
飢
餓
が
発
生
し
、
難
民
が
大
量
に

流
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
国
家
間
の
紛
争
の
火
種
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
油
や
天
然

ガ
ス
な
ど
の
枯
渇
資
源
に
依
存
し
た
文
明
に
頼
れ
ば
、
こ
れ
も
資
源
の
争
奪
に
よ
る
紛
争
・
戦
争
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
環
境
問
題
や
資
源
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
、

世
界
の
平
和
安
定
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
反
対
に
軍
事
力
で
敵
国
に
対

峙
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
気
候
変
動
の
影
響
は
、
敵
味
方
関
係
な
く
襲
い
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。
安
倍

政
権
は
原
発
再
稼
働
を
強
行
し
、
原
発
輸
出
を
日
本
経
済
の
成
長
戦
略
の
柱
の
一
つ
と
位
置
付
け
て
海
外

に
売
り
込
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
原
発
技
術
の
輸
出
で
は
な
く
、
日
本
の
も
つ
高
い
環
境
技
術
を

世
界
に
輸
出
し
た
り
、
技
術
供
与
す
れ
ば
、
環
境
問
題
や
資
源
問
題
の
解
決
や
世
界
平
和
に
大
き
な
貢
献

が
で
き
、
日
本
の
安
全
保
障
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
環
境
・
資
源
問
題
の
解

決
を
基
軸
と
し
た
平
和
安
全
保
障
を
推
進
す
る
政
治
を
、
私
た
ち
は
支
持
し
ま
す
。 

 
 

 

こ
の
度
の
衆
議
院
総
選
挙
に
当
た
り
、
以
上
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
候
補
者
や
政
党
を
選
択
す
る
こ

と
を
会
員
・
信
徒
に
勧
め
る
も
の
で
す
。
合
掌
。 

 

二
〇
一
七
年
十
月
四
日 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宗
教
法
人
「
生
長
の
家
」 


